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美術鑑賞記＜東京都現代美術館:デヴィッド・ホックニー展＞ 

山本 雅晴 

  10 月 14 日(土)天気が良くお出かけ日和だったので、11 年ぶりに東京都現代美術館の「デヴィッド・ホック

ニー展」を観に行くことにした。地下鉄東西線の木場駅から木場公園の中を通って約 20 分かかった。木場公園

も昔の木場を埋め立てて、40 数年前にできたが、今では各種の木々も大きくなり緑豊かになった。園内では江

東区の秋祭りが行われており、出店もあり賑わっていた。ここで、少し寄り道をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．木場公園の江東区の秋祭りの出店        ２．木場公園の江東区の秋祭り：吊り橋・スカイツリー  

東京都現代美術館には 11 時前に着いたが、休日と美術展の会期末が近くなったせいか見学者がかなり多かっ

た。ホックニー(1937～)はイギリス人で若い人や海外でも人気のある画家で、若い人や外国人も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．東京都現代美術館の外観(1995-3 開館・展示面積 4000 ㎡) ４．東京都現代美術館の 1 階展示場  

 ホックニー展の日本での開催は 1996 年以来の大規模個展である。東京都現代美術館はホックニーの作品を何

点か所有している。ホックニーのキャリアを簡単に記述する。①ロイヤル・カレッジ・オブ・アートに入学

し、在学中にポップアート運動に参加。②26 才(1967 年)にニュヨークに渡り、アンディ・ウォーホルと出会う。 

③1968 年ロスアンジェルスに移住。アクリル絵具で作品を制作。④1982 年写真のコラージュや舞台芸術など創

作の幅を広げる。⑤2004 年イギリスに戻り、自然をテーマに描く。「春の到来 イースト・ヨークシャ、ウォル

ゲート 2011 年」下図５ ⑥2010 年 iPad が登場し、色彩調整機能を活用した作品で注目される。透過光で見る

液晶ディスプレイの様な透明感と大画面化→→現代にマッチ。⑦2019 年仏ノルマンディーに移住、「ノルマン

ディーの 12 ヶ月 2020~2021 年」長さ９０ｍの大作。2021 年のパリ・オランジュリー美術館で公開され大きな

話題を呼んだ。因みにオランジュリーのモネの睡蓮の 8 枚の大作のトータルの長さも９０ｍ。まさか、オラン



ジュリーの二つの楕円形の展示場に睡蓮と並べて展示？今回の東京都現代美術館の展示：下図 9，10，12 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．春の到来 イースト・ヨークシャ、ウォルドゲート 2011 年 ポンピドー・センター所蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．英国ウォータ近郊の大きな木 2007 年 カンバス 50 枚（91.4ｘ121.9）：タテ x ヨコ  4.5x12.2m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7. クラーク夫妻とパーシー(白猫),1971,テート G  8. 龍安寺の石庭を歩く 1983-2 東京都現代美術館所蔵 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．ノルマンディーの 12 ヶ月 ：春の一部分 2020~21 部分 作家蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10． ノルマンディーの 12 ヶ月 ：秋の一部分 2020~21 部分 作家蔵 

                          

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

11. 額に入った花を見る画家(2022-6-25),2022 年, 作家蔵 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. ノルマンディーの 12 ヶ月、2021～22 

  長さ 90m の作品の展示風景  →→ 

 


